
東邦大学医療センター大森病院臨床研修プログラム 

放射線科専門研修コース（大森） 

 
募集定員                             
若干名 
 
コースの特徴                           
全人的医療を実践できる医師としての基礎知識・手技を前期臨床研修で取得した医師が放射線科医を志

し、放射線科専門医（診断、治療）、核医学認定医の受験資格を取得するために、専門的知識の蓄積を

図ることを目的にプログラムが作成されています。画像診断または放射線治療に関しての経験的知識の

蓄積から最適な診断法や治療が選択でき、適切な診療が行なえるように組まれています。東邦大学医療

センター大橋病院および佐倉病院放射線科と連携していますので、希望があれば後期研修医は大橋病院、

佐倉病院で研修が可能です。 
 
研修カリキュラム 
１年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院放射線科 
研修期間 
１年 
習得内容 
放射線科医として、基礎になる放射線科全般の能力を身につける。 
 
２～３年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院放射線科 
研修期間 
２年 
習得内容 
CT、MRI、単純 X 線、RI、消化管 X 線診断および治療などについて学習し理解する。CT、MRI、単

純 X 線、RI 診断に関しては各自レポートを作成し、上級医のチェックを受けて訂正必要箇所を訂正し

各自フィードバックし診断能力を高める。血管造影検査、消化管 X 線診断および治療計画などについて

は各自１人である程度行えるよう指導し、レポートも作成できるようにする。 
（最短で４年目に放射線科専門医の受験が可能となる。）  
 
４～５年目  
病院名・診療科 
東邦大学医療センター大森病院放射線科 
研修期間 
２年 



習得内容 
放射線科診断専門医を２年後の取得を希望される後期研修医は２年目の研修と同様に行う。CT、MRI、
RI 等の診断レポートに関しては、２年目の研修の症例より高度な症例についても読影できるように指導

していく。放射線科治療専門医を２年後の取得を希望される後期研修医は、主に治療研修を中心に行う。

当大森病院は、治療対象となる疾患は豊富で研修症例としては恵まれている。希望があれば後期研修医

は大橋病院、佐倉病院で研修が可能である。 
最短で６年目に放射線診断専門医または 放射線治療専門医の受験が可能となる  
 
 主な診療科における週間予定 
勤務体制はレジデントの処遇によります（週 4 日の実勤務）。勤務時間、休暇等は放射線科の勤務スケ

ジュールに準じます。研修日は週１．５日で放射線診断を主とする研究機関での研修を行っています。

また、教室における抄読会、学内の各種カンファレンス、学外で行なわれる各種の画像診断、放射線治

療カンファレンスがあり、放射線科医師と同様随時出席し、研修します。  
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教育関連病院・施設 
東邦大学医療センター大森病院放射線科（大森）  教授 寺原 敦朗 
教育関連施設と指導責任者 
けいゆう病院放射線科                 鈴木 孝司 
大和市立病院放射線科                 布袋 伸一 
 
コースの実績（学位及び専門医等の取得状況等） 
当科では、助教以上の医局員９名中、４名が学位を有している。当コースにおける研修により、４名が

放射線診断専門医を、１名が放射線治療専門医を取得している。当科全体で放射線診断専門医６名、放

射線治療専門医２名が在籍している。 
 
コースの指導状況 
大学病院にて高度の専門性と豊富な指導医達の元で、一人の指導医に偏らず、指導を受けられる。当科

には３名の海外留学経験者が在籍している。臨床・教育・研究とバランスよく指導している。がんプロ

フェッショナル事業などにも積極的に人材を派遣し協力している。 
 
大学院と海外留学について 
大学院生は積極的に受け入れる。指導教授が研究テーマを選定し学位の取得に努める。大学院入学希望

者は後期研修前にその旨を指導教授に伝えること。研究と臨床研修がバランスよく行えるようなカリキ

ュラムを個別に作成している。当科には３名の海外留学経験者が在籍している。海外留学希望者はその

旨を医局管理運営責任者に伝える。希望者には個別にカリキュラムを作成し、積極的に海外留学も行え

るようにしている。 
 
評価及び修了認定 
到達目標の項目につき、達成の有無を各自評価し、指導医が随時研修医の自己評価を検討し目的達成に

助力します。  
学位について 
学位（医学博士）は大学院（4 年）で研究をまとめて取得します。または初期研修修了 6 年後から研究

内容を論文にまとめて取得できます。 
専門医について 
日本医学放射線学会の専門医、および診断専門医または治療専門医を取得することができる。日本医学

放射線学会による専門医試験を行い、合格者は放射線科専門医と認定される。専門医試験の受験資格と

して、学会の会員で、次の各項を満たしたものに受験資格が与えられる。初期臨床研修修了後、本学会

正会員となって３年以上で、総合修練機関または修練機関で３年間以上（そのうち最低１年間は、総合

修練機関においての研修が必要）、放射線生物学、放射線物理学、放射線防護・安全管理、画像診断学、

核医学、IVR および放射線治療学の全般に関して研修したもの。研修の内容は、別途定める「放射線科

専門医研修ガイドライン」において規定する。 
診断専門医は、放射線科専門医資格を取得後、画像診断学、核医学、IVR に関して「放射線科専門医研



修ガイドライン」にもとづく診断専門医カリキュラムにより２年以上の研修修了後、診断専門医試験に

合格した医師が認定される。 
治療専門医は、放射線腫瘍学会の正会員となって３年以上で、放射線科専門医資格を取得後、放射線治

療学に関して「放射線科専門医研修ガイドライン」にもとづく治療専門医カリキュラムにより２年以上

の研修修了後、治療専門医試験に合格した医師が認定される。 


